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就業支援グループ
OSAKAしごとフィールドの運営を通じて、高年齢者や障がい者など、就職に困難性を有する求職者をはじめ、働きたいと思っているすべての人の安定就業に向けた支援を実施した。また、市町村における就業施策の推進に向けた支援を実施した。

１　ＯＳＡＫＡしごとフィールドの運営

	
	事業名
	平成30年度
	平成29年度
	事業名
	平成28年度

	予算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド運営事業
	
	
	OSAKAしごと
フィールド運営事業
	186,290

	
	
	OSAKAしごとフィールド運営事業
	114,177
	131,453

	
	

	
	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,945

	
	
	女性・若者働き方改革推進事業


	90,617
	75,909
	
	

	
	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,912

	
	
	企業主導型保育事業推進事業
	32,335
	20,217
	
	

	
	合計
	237,129
	227,579
	合計
	212,147

	決算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド運営事業
	
	
	OSAKAしごと
フィールド運営事業
	185,153

	
	
	OSAKAしごとフィールド運営事業


	111,091
	125,447

	
	

	
	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,124

	
	
	女性・若者働き方改革推進事業


	87,794
	70,290


	
	

	
	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,507

	
	
	企業主導型保育事業推進事業
	32,136
	19,940
	
	

	
	合計
	231,021
	215,677
	合計
	209,784


大阪府における雇用の現状や、社会経済情勢とともに変化する企業の人材ニーズに対応するため、これまでの「OSAKAしごと館」の求職者支援機能を強化するとともに、求職者支援などをハローワークと一体的に実施する「OSAKAしごとフィールド」を平成25年9月2日に開設し、平成26年4月21日には、保活と就活を一体的に支援する「働くママ応援コーナー」を設置した。

平成29年5月１日より、社会環境の変化やニーズに柔軟に対応できる体制を確立するため、リニューアルを行った。さらに、平成29年6月1日より、民間保育所と連携し、子どもの一時保育サービスを実施した。

また、OSAKAしごとフィールド内に設置されている大阪府地域若者サポートステーション、大阪東ハローワークコーナー、シニア就業促進センターと協働し、OSAKAしごとフィールド利用者のサポートを実施している。

(1)OSAKAしごとフィールド運営事業
「OSAKAしごとフィールド」においては、若者、女性、中高年齢者、障がい者などの働きたいと思う全ての求職者に対して、カウンセリングやセミナー、職場体験などを行うとともに、一体的に実施するハローワークの豊富な求人情報を提供するなど、きめ細かな就業支援を行った。特に、精神・発達障がいの可能性のある方やLGBT等性的マイノリティの方など就職に困難性を有する求職者を対象とした手法の充実を図った。また、「働くママ応援コーナー」において、仕事と子育ての両立をめざす方向けに希望条件を踏まえたキャリアカウンセリングや、無理なく働くための保育や生活に関するカウンセリングを実施するとともに、民間保育所と連携し、OSAKAしごとフィールドでの支援サービスの利用や面接などの就職活動を行う間に、子どもの一時保育サービスを実施した。

(2)女性・若者働き方改革推進事業

地方創生推進交付金を活用して、人材を必要とする業界（製造業、運輸業、建設業）の団体などと協働し、「業界のイメージアップ（働き続けられる職場の環境整備、業界の魅力発信）」と「人材確保」の取組みを実施した。
(3)企業主導型保育事業推進事業

企業向け相談窓口の設置、企業向けセミナー等を実施し、平成28年４月に仕事と子育ての両立に資することを目的として内閣府が創設した「企業主導型保育事業」を活用した企業主導型保育施設の設置を促進した。
(4)OSAKAしごとフィールドの利用状況　　　　　　　　　　　　　

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	来場者数
	22,761人
	26,345人
	28,229人

	
	新規登録者数
	14,178人
	15,909人
	12,558人

	就職決定者数
	7,103人
	8,023人
	7,733人

	登録企業数
	974社
	612社
	296社


(5)セミナー開催状況

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	求職者向け

セミナー
	開催回数（回）
	539回
	495回
	730回

	
	参加人数（人）
	6,176人
	5,378人
	5,704人

	企業向け

セミナー
	開催回数（回）
	156回
	73回
	44回

	
	参加企業（社）
	2,447社
	1,515社
	484社


２　市町村就職困難者就労支援バックアップ事業の推進

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	272
	272
	272

	決算額（千円）
	94
	160
	221


　　

市町村が実施する「就労支援事業」について、大阪府・市町村就労支援事業推進協議会の運営や解決困難なケースの支援、市町村就職困難者就労支援担当職員などの養成講座・研修会の開催などのバックアップ事業を展開した。

(1) 大阪府・市町村就労支援事業推進協議会の運営

府及び市町村が共通認識の下、就労支援事業について理解を深めるとともに事業の効率的・効果的な実施を図るため、諸課題の整理、問題点の解決、情報交換などを行った。

【総会】

　　○開催日時：平成30年8月7日（火）
○場　　所：府立労働センター（エル・おおさか）

　　○内　　容：平成29年度事業報告並びに平成30年度事業計画（案）等
【地域ブロック部会】（大阪市、北大阪、北河内、中河内、南河内、堺市、阪南）

　　○7ブロック各2回実施（10月、3月）

　　○内　容：事業紹介及び意見交換　など
 (2) 就労支援ケース連絡協議会の運営

地域での雇用・就労が困難なケースや広域的支援が必要なケースなどについて協議・調整し、適切な支援メニューへの誘導を行った。
(3) 市町村就職困難者就労支援担当職員養成講座の実施

就職困難者就労支援事業の中心的な役割を担う担当職員が就職困難者などに多様な支援を行えるよう養成講座を実施した。

　　○開催日時：平成30年5月15日（火）

　　○場　　所：府立労働センター（エル・おおさか）
　　○内　　容：　・地域就労支援事業の意義と地域就労支援コーディネーターの役割

　　　　　　　　　・（一社）おおさか人材雇用開発人権センターについて

　　　　　　　　　・相談業務に必要な基礎知識について
・大阪府の職業訓練事業について
　　　　　　　　　・A型作業所の廃止に伴う求職者支援について

　　○参 加 者：26名

　　○修 了 者：19名

(4) 市町村就職困難者就労支援担当職員等研修会の開催

就職困難者就労支援事業の中心的な役割を担う担当職員の相談スキルの向上と担当職員間の交流・情報共有のための研修会を実施した。

　　○実施回数：4回

　　○内　　容：・ハローワーク等との意見交換会

・個別事例検討会

・LGBT等性的マイノリティの方への就職支援

・生活困窮者自立支援制度について
３　人材雇用開発支援事業

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	7,404
	7,404
	7,404

	決算額（千円）
	6,189
	6,099
	6,009


府内市町村が進める地域就労支援事業と連携し、就職に困難性を有する求職者に対して、府内に所在する主要企業を主会員への雇用を促進するため、求人開拓や、求職者に対する就職支援・定着支援を一元的、計画的に推進する団体に対して補助を行った。
· 補助金交付先　　一般社団法人おおさか人材雇用開発人権センター
４　支援学校等生徒への雇用支援

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	15,345
	15,345
	15,345

	決算額（千円）
	16,560
	16,515
	15,615


企業に対する障がい者の雇用を促進するため、教育庁と連携して、支援学校など生徒の就職支援事業を実施する団体に対して補助を行った。

※　補助金交付先　　一般社団法人おおさか人材雇用開発人権センター
５　高年齢者等の雇用・就業対策の推進

 (1) 定年退職者などにおける就業機会の確保の推進

定年退職後などにおいて、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望する高年齢者を支援するため、次の事業を行った。

　　①公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会の指導・育成

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	5,895
	5,895
	5,895

	決算額（千円）
	5,895
	5,895
	5,895


府内のシルバー人材センター事業を促進し、関係機関との連絡調整を図るため、シルバー人材センター連合として指定した公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会の安全・適正就業推進事業などに対する助成を行い、府内シルバー人材センター事業の発展・拡充に努めた。
(2)中小企業に対する高年齢者雇用に関するセミナーの実施
商工会議所と連携し、小規模事業経営支援事業（高年齢者雇用サポート事業）を活用した中小企業に対する高年齢者雇用に関するセミナーを実施。
〈開催場所〉大阪市（6箇所）・岸和田市・東大阪市・藤井寺市で開催
(3) 大阪府高年齢者就業機会確保地域連携協議会の運営
高齢者雇用安定法第35条に基づく、高年齢者の多様な就業の機会の確保に関する地域課題の情報共有や高年齢者の多様な就業機会の確保方策について協議を行うための協議会を運営した。
〈構成員〉大阪府、大阪商工会議所、（公社）関西経済連合会、（公社）大阪府シルバー人材センター協議会、（独法）高齢・障害・求職者支援機構大阪支部、（公財）産業雇用安定センター大阪事務所、（一社）大阪府雇用開発協会
〈オブザーバー〉大阪労働局
(4)シニア就業促進センターの運営
上記協議会事業（国委託事業「生涯現役促進地域連携事業」）で設置した、シニア就業促進センターにおいて、高年齢者に対する就業アドバイスや合同企業説明会などを実施した。
企業支援グループ
若者を中心とする求職者の就職促進を図るため、地方創生推進交付金を活用して府内中小企業とのネットワーク構築に努めるとともに、府内中小企業の人材確保を行った。
１ おおさかＵＩＪターン促進事業
(1)　おおさかＵＩＪターン促進事業
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	14,997
	32,642
	76,031

	決算額（千円）
	14,466
	32,472
	 75,928


　　　　東京圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県の一部）等の大手企業等で働く経験豊富な人材や、基礎学力や専門知識だけでなく高い社会人基礎力を有する企業が求める若者等に対し、大阪府内中堅・中小企業の魅力を発信し、マッチングを実施した。
(2)　大阪府プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	40,931
	28,604
	36,868

	決算額（千円）
	40,760
	28,466
	35,150


　　　　府内中堅・中小企業に対して攻めの経営や事業承継への取組みなど、経営改善への意欲を喚起し、プロフェッショナル人材の活用による経営革新の実現を促し、中堅・中小企業とプロフェショナル人材の結びつけのサポートを実施した。
２ 若者の安定就職応援事業
(1)　若者安定就職応援事業
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	16,321
	11,901
	29,935

	決算額（千円）
	16,253
	11,830
	29,864


　　　　金融機関と連携した合同企業説明会の開催や継続的な就職支援により若者と府内中小企業とのマッチングを実施した。
３ 女性・若者働き方改革推進事業
(1)　OSAKAしごとフィールド中小企業人材支援センター（大阪働き方改革支援センター）

	
	平成30年度
	平成29年度

	予算額（千円）
	90,617
	10,730

	決算額（千円）
	87,794
	10,722


　　※平成30年度は、女性・若者働き方改革推進事業の一部として実施

　人材確保に課題を抱える「製造」「運輸」「建設」業界を中心に、府内中小企業の採用活動や従業員定着に向けた取組みを支援するため、セミナー等を実施した。また、企業の採用課題や求人ニーズのヒアリングを行い、適切な支援機関へ繋いだ。
キャリア支援グループ　
　平成25年9月のOSAKAしごとフィールド開設以降、「職業カウンセリングコーナー」として、大阪府職員が必要な求職者に職業適性に特化した個別の相談を行っていたが、平成27年4月より、個別相談は委託により実施し、当グループは課内他グループの各事業や関係機関等に対する技術支援及び情報提供に注力することとなった。
　また、平成29年5月のOSAKAしごとフィールドのリニューアルにより、大阪府は就職カウンセラー等を非常勤職員として雇用し、就職困難者、職種志向の拡大等が必要な求職者等、結婚・出産を機に離職した女性求職者等の支援を重点的に実施することとなった。そのため、当グループは、カウンセラーの技術支援や求職者の支援手法開発を中心に行うこととなった。
１　OSAKAしごとフィールドの非常勤職員に対する技術支援等
(1)　非常勤職員研修

非常勤職員研修の企画・運営を行い、基礎的な研修の実施に係る調整に加え、スキルアップ研修として継続的なスーパーバイズ等の研修を行った。

①　医学特別研修

　就職困難者の中には、精神障がい・発達障がいのある求職者や、その可能性を有する求職者もいる。障がいの理解や事例の理解を深め、より実践的な支援方法等を習得するために、精神科医による講義及び精神医学的見地からのスーパーバイズを行った。（講義２回、スーパーバイズ４回実施）

②　アクティブカウンセリング　スキルアップ研修

〇スキルアップ研修Ⅱ

求職者の職種志向の拡大等を図り、就職決定につなげるためのカウンセリングに必要なスキル習得や理解を深めることを目的として、経験豊富なキャリアカウンセラーによる講義及びスーパーバイズを行った。（２回実施）

〇スキルアップ研修Ⅳ

主として女性・若者を支援する上でのキャリアコンサルティングの質の向上を目的として、経験豊富なキャリアカウンセラーによる講義及びスーパーバイズを行った。（２回実施）

　　③　チャレンジカウンセリング　スキルアップ研修

　　〇スキルアップ研修Ⅰ

就職困難者の就業支援にあたり、事例の理解を深め、より実践的な支援方法等を習得することを目的として、臨床心理士・精神保健福祉士として複数の自治体におけるスーパーバイザーとしての経験が豊富な講師による講義及びスーパーバイズを行った（講義１回、スーパーバイズ10回）

　　〇スキルアップ研修Ⅲ

　　　障がい者等の就職に困難性を有する求職者に対する支援手法を習得することを目的として、官公庁が運営する就業支援施設での支援経験が豊富な講師による講義及びスーパーバイズを行った（２回実施）

(2)　適性検査実施に係る助言

求職者の適性の把握をし、自己理解を支援するために実施した職業適性検査結果に基づき、求職者への支援の方向性や助言内容を検討・確認するカンファレンスに出席し、技術的な助言を行った（48件実施）。

　(3) 求職者の支援手法開発

①　カウンセラー業務マニュアル作成　

本人特性や職業準備性、職業特性の見極めを適切に行った上で、支援メニューを組み合わせて実施しながらステップアップを目指し、最終的に就職につなげる支援手法の開発・検討を目指し、求職者の特性や職業準備性のアセスメントを行うシートの作成・改訂や、カウンセラーが求職者支援を的確にすすめるための「カウンセラー業務マニュアル」の作成・改訂を行った。

②　グループディスカッション対策セミナー

就職支援における求職者ニーズに応える為、カウンセラーを講師として実施するグループディスカッション対策のセミナーの企画調整を行い、計11回75名に対し実施した。平成30年度には、これまでの基礎知識を習得する準備講座に加え、より実際の選考に近い形式で行う実践型の対策講座も実施した。

　　③　プレ就活セミナー

　　　就職困難者が、就職にむけて自信をつけるステップとして、コミュニケーションの基礎等をグループワーク形式で学ぶセミナーの企画調整を行った。（２回実施）

２　課内他グループ事業への技術提供

　(1)　就業支援グループとの連携
　　　①　市町村就職困難者就労支援バックアップ事業
　　　就職困難者などに多様な支援を行う地域就労支援事業の担当職員を養成する市町村就職困難者就労支援担当職員養成講座や研修会において、講師やファシリテーター役を行った。また、大阪府及び市町村が共通認識の下、就労支援事業について理解を深めるとともに、事業の効率的・効果的な実施を図るため、諸課題の整理、問題点の解決、情報交換などを行う大阪府・市町村就労支援事業推進協議会に参画した。
　

(2)　女性就業推進グループとの連携
　　①　しごと力プログラムセミナー

平成27年度～28年度にかけて開発した、若年女性が働き続けるために必要な「しごと力」を習得するための人材育成プログラム「しごと力プログラム」を活用した求職者向けセミナーの企画調整を行い、カウンセラーを講師として計８回84名に対し実施すると共に求職者に合わせたプログラムの改善等を行った。

　　
②　女性の活躍推進

女性の職業生活における活躍を推進するため、女性が働き続ける上で直面する課題に、分野を問わず横断的に応え、支援をより効果的に提供するために立ち上げられたOSAKAしごとフィールド女性活躍支援ネットワーク会議において、ワンストップ相談会実施に係る実施方法検討及び運営に係る技術支援を実施した。

③　女性・若者働き方改革推進事業

求職者の職種志向の拡大を図り、製造・運輸・建設分野への就業を促進することで人材確保の支援を行う事業の一環として、就職未決定の高等学校３年生等の生徒を対象に、カウンセリング等を通した就職支援に係る技術支援を実施した。

(3)　障がい者雇用促進グループとの連携
　　　　①　人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修
人事担当者を対象とした体験研修や座学研修により、職場内における障がい特性等の理解や協力体制の構築を推進し、精神・発達障がい者の雇用の促進や職場定着の向上をはかるための研修内容の企画検討を行った。
　　

②　大阪府作成「雇用管理ツール」の普及啓発
精神・発達障がい者の雇用管理手法について、府内企業の人事担当者に対してセミナー等による普及・啓発を行い、効果的な雇用管理手法の導入を促進することにより、精神・発達障がい者の職場定着の向上を図る事業において、企画検討や技術支援を行った。

　

　　③　発達障がい児者関連の会議等
発達障がい児者支援体制整備検討部会・発達障がい児者支援施策庁内推進会議に参画した。

３　関係機関等への情報提供等　　　　　　
(1) 検査ツールの提供

大阪府が独自に開発した「MIO職業興味チェックリスト」、「CaPT性格検査」、 若年者向け「Prep-Y職業興味検査」、「CaPT-Y性格検査」などを進路指導や職業相談に活用できるよう申し出のあった関係機関（教育、労働、福祉など）に提供した。

・検査ツール提供機関数

	項　　　目
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	ＭＩＯ職業興味チェックリスト
	9
	6
	7

	ＣａＰＴ性格検査
	9
	6
	7

	Ｐｒｅｐ－Ｙ興味検査
	6
	6
	3

	ＣａＰＴ－Ｙ性格検査
	6
	6
	3


障がい者雇用促進グループ
　障がい者の雇用促進を図るため、大阪府障害者の雇用の促進等と就労の支援に関する条例（大阪府ハートフル条例）を柱とし、各種の障がい者雇用施策を推進した。

１　障がい者雇用ナンバー１に向けた企業の取組み促進

(1)　障がい者雇用への誘導・支援事業

大阪の障がい者の雇用状況を改善し、「障がい者雇用No.1都市・大阪」をめざすため、国等と連携しながら、障がい者雇用率未達成企業の取組みを誘導・サポートするとともに各種の障がい者雇用施策を推進した。

・府に提出された「障がい者雇入れ計画」の達成に向けた事業主への指導・支援

　　・障がい者を雇用しようとする企業へのアドバイスや専門家派遣

　　・事業主と求職障がい者とのマッチング

　　・ハートフル税制による中小事業主における障がい者の雇用継続・拡大の働きかけ

　　・重度身体障がい者や知的障がい者、精神障がい者の雇用の場となる特例子会社の設立促進に向けて、府内に事業所を有する企業に対する働きかけ

(2)　精神・発達障がい者等職場定着支援事業

①　人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修

精神・発達障がい者の積極的な雇用や職場定着の促進を図るため、障がい特性を学ぶ研修や、障がい者を雇用している企業での体験型研修を実施した。
	
	平成30年度

	予算額(千円)
	3,618

	決算額(千円)
	3,618

	実績
	110人


②　精神・発達障がい者を中心とした職場体験受入れマッチング支援事業
事業者等の受け入れ準備性を高め、障がい特性に配慮した職場環境の整備等を促進するため、職場体験受入れマッチング会を開催するほか、事業主・支援機関向けの説明会を開催した。
	
	平成30年度

	予算額（千円）
	6,641

	決算額（千円）
	6,641

	実績
	参加企業：55社

参加者：266人

職場体験者：124人


２　企業等の自主的な取組みを促進するための取組

(1)　大阪府障がい者サポートカンパニー制度の運用　（福祉部・教育庁との共管）

障がい者雇用の機運の醸成と更なる拡大をめざして、障がい者雇用や就労支援に積極的・先駆的に取り組む企業を障がい者サポートカンパニーとして登録し、その取り組みを広く周知するとともに、登録企業の中で一定以上の取り組みを行う企業に対し、大阪府障がい者雇用貢献企業（大阪府ハートフル企業）顕彰制度による表彰を行うなど、府施策のインセンティブを与えた。

＜登録実績＞

	企業区分
	登録数
	平成30年度

登録数
	平成29年度

登録数
	平成28年度

登録数

	優良企業
	169
	32
	112
	25

	上記以外
	45
	11
	15
	19

	うち、区分変更した企業
	
	3
	0
	1

	計
	214
	43
	127
	44


　　　※平成29年度及び平成30年度には、更新登録分を含む。

①大阪府障がい者雇用貢献企業（大阪府ハートフル企業）顕彰制度

企業の障がい者雇用を促進するとともに、社会全体としての企業の障がい者雇用への理解を広めるため、大阪府障がい者サポートカンパニー優良登録企業の中から障がい者雇用に貢献した企業の表彰を行った。

（「ハートフル企業大賞」「ハートフル企業教育貢献賞」「ハートフル企業チャレンジ応援賞」）

＜表彰実績＞

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	表彰企業数
	４社
	５社
	４社


(2)　大阪ハートフル基金運営事業

障がい者の働く場と機会が拡大するよう、障がい者雇用に取り組む企業を支援し、

障がい者の雇用環境の充実を図ることを目的とした事業の経費に充てるため、企業や  府民に対し寄附を募った。
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	積立額（千円）
	3,155
	2,787
	1,595

	
	うち寄附による額（千円）
	3,150
(30件)
	2,785
(26件)
	1,593
(40件)

	取崩額（千円）
	749
	619
	9,605


３　働き続けることを支援するための取組

　  手話通訳のできる労働相談員の配置（聴覚障がい者等ワークライフ支援事業）

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	7,145
	7,145
	7,145

	決算額（千円）
	7,145
	7,145
	7,145


聴覚障がい者などの職業生活の充実を図るため、就職前から就職後までの職業生活に関する相談と職業上のトラブルの解決に対する支援を行う相談員（２名）を、公益社団法人大阪聴力障害者協会に委託して配置した。

＜相談実績＞

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	相談件数（件）
	952
	958
	958


女性就業推進グループ
女性の就業率向上と活躍推進を図るため、ＯＳＡＫＡしごとフィールドを軸とした女性の就業支援や女性の就業機会拡大に係る取組みを実施した。また、人材確保を必要とする業界への雇用促進に向けた取組を業界団体等連携し、実施した。

１　ＯＳＡＫＡしごとフィールドを軸とした女性の就業支援　

	
	事業名
	平成30年度
	平成29年度
	事業名
	平成28年度

	予算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド運営事業
	114,177
	131,453

	OSAKAしごと
フィールド運営事業
	186,290

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー

運営事業
	10,945

	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,912

	
	合計
	114,177
	131,453
	合計
	212,147

	決算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド運営事業
	111,091
	125,447

	OSAKAしごと
フィールド運営事業
	185,153

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,124

	
	
	
	
	OSAKAしごと
フィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,507

	
	合計
	111,091
	125,447
	合計
	209,784


(1)働くママ応援コーナーの運営

①働くママ応援コーナー
仕事と子育ての両立をめざす方向けに希望条件を踏まえたキャリアカウンセリングや、無理なく働くための保育や生活に関するカウンセリングを実施した。　
②民間保育所連携


民間保育所と連携し、OSAKAしごとフィールドでの支援サービスの利用や面接などの就職活動を行う間に、子どもの一時保育サービスを実施した。

(2)女性の活躍推進
①女性が働き、働き続けるためのお悩み相談会を開催
　　　女性の職業生活における活躍を推進するため、関係機関同士と連携し、

女性のためのお悩み相談会を実施

　　　＜実績＞

	　　　　
	平成30年度
	平成29年度

	実施回数
	2回
	2回

	参加者数
	53人
	74人


(3)若年女性への就業支援

①具体的な就職活動を行っていない等、「非労働力状態」にある若年女性の就業支援を実施するため、集客イベントを実施し、OSAKAしごとフィールドへの誘導を図った。

＜実績＞

	　　　　
	平成30年度
	平成29年度

	イベント回数
	1回
	1回

	参加者数
	233人
	148人


２　女性の就業機会拡大に係る取組み
(1)企業主導型保育事業推進事業（再掲）

	
	平成30年度
	平成29年度

	予算額（千円）
	32,335
	20,217

	決算額（千円）
	32,136
	19,940


　企業向け相談窓口の設置、企業向けセミナー等を実施し、平成28年４月に仕事と子育ての両立に資することを目的として内閣府が創設した「企業主導型保育事業」を活用した企業主導型保育施設の設置を促進した。
３　人材確保を必要とする業界への雇用促進　

(1)女性・若者働き方改革推進事業（再掲）
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	90,617
	75,909
	10,104

	決算額（千円）
	87,794
	70,290
	 2,376


地方創生推進交付金を活用して、人材を必要とする業界（製造業、運輸業、建設業）の団体などと協働し、「業界のイメージアップ（働き続けられる職場の環境整備、業界の魅力発信）」と「人材確保」の取組みを実施した。

　①大阪人材確保推進会議の運営
業界団体、経済団体や金融機関などと相互に連携・協力を図るため、平成28年12月に設置した大阪人材確保推進会議を中心に、業界団体等の課題に応じた事業を実施した。

②業界のイメージアップ支援（働き続けられる職場の環境整備、業界の魅力発信）

　　ＯＳＡＫＡしごとフィールドに中小企業人材支援センター（大阪働き方改革支援センター）を設置し、「女性や若者が働き続けられる職場環境の整備」に関するセミナー・相談会を実施した。
また、業界のイメージアップの旗手となる企業をめざす企業向けプログラム（「ワークアップ計画」）を、大阪人材確保推進会議の構成員である業界団体の推薦企業に対して提供。プログラムの全過程を修了した企業56社（予定含む）を、「大阪人材確保推進会議　Ｅ（イー）カンパニー」に認定した。

　③人材確保支援

　　　大阪府の総合就業支援施設ＯＳＡＫＡしごとフィールドに製造業、運輸業、建設業

　　への職種志向の拡大を図るカウンセラーを7名配置した。カウンセリングや業界団体等と連携したセミナーを通じ、女性・若者（高校生、大学生含む）535人を3業界への就職に導いた。

　　　
(2)ものづくり企業魅力発信事業（高校生インターンシップ事業）
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	2,531
	2,558
	4,764

	決算額（千円）
	2,483
	2,497
	3,705


　　　　人材確保に課題を抱える製造・運輸・建設業界の企業に人材育成を促進することを目的に、高校生を対象としたインターンシップのコーディネートを実施した。
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